












































































































































































































することによって後か ら採りいれることができる O たとえばRBCモデル
という 基本モデルにと って，特定の市場の価格調整不全を追加想定するこ
とは容易に出来る O このようなケースをさして この非基本属性と基本モ




ができない。つまり 「相性が悪い」わけである O 相性の悪い属性を無理に
採りいれると，もとの属性の含意はゆがめられた形でしか表現されないこ
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